
（別紙 ）

～ 2025年　10月　25日

（対象者数） 28人 （回答者数） 28人

～ 2025年　10月　25日

（対象者数） １０人 （回答者数） １０人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子ども達が楽しんで活動に参加できるようなイベント
や行事を取り入れていきます。

2
安全面に十分に配慮し、引き続き戸外活動をたくさん
取り入れていきます。

3
子どもたちが普段から音楽を身近に感じる事ができる
よう、好きな時にピアノが弾ける環境を引き続き提供
していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
手すりを持つよう声をかけ、階段の昇降の際には必ず
職員が付き添っております。

2
安全面に十分配慮し、車に乗る際職員が付き添いス
ムーズに乗り込めるようにしています。

3
保護者の方の要望があれば、一緒に参加出来るイベ
ント等検討していきます。

階段が急なので危険である。
（荷物を持っての昇り降りが危ない。）

手すりを設置しているが、階段が急な為、荷物を持って
昇降に危険が見られる。

施設周辺の道路が狭い。 放課後等デイサービスの送迎時間に車の通る量が多く
危険を伴う。

父母の会の活動や保護者同士の交流の機会が少ない。 個人情報の件もあり、保護者会や参観の機会を設ける
ことができない。

近隣には公園があり、戸外で地域の子どもたちと交流を
持ちながら楽しく遊ぶ事ができるので、立地条件がとて
も良いです。

天気の良い日は戸外活動を取り入れ、公園で体を動か
す機会を多く設けています。

事業所にピアノを設置し、子どもたちがいつでも弾ける
ようにしています。

音楽に興味が持てるよう、室内にピアノを設置していま
す。ピアノを閉める際、安全面を配慮し、蓋ストッパー
を設置しています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

5年以上経験のあるの職員が多く、全職員が資格を持っ
ています。
ビジョントレーニングをメインに取り入れ、また行事や
季節感を取り入れたプログラムに取り組んでいます。

月一回ミーティングを行い、様々な方向性からの意見を
取り入れて、より良い支援を行えるよう、プログラムを
作成しています。

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　う・さ・ぎLABO

○保護者評価実施期間 2025年　10月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年　10月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　12月　10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表
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